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２

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
条
例
制
定
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
、
財
産
の
取
得
な
ど
20
の
議
案
と
１
報
告
、
請
願
・
議
員
発
議
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
環
境
整
備
、
小

学
校
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
、
11
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

良
好
な
財
政
状
況

良
好
な
財
政
状
況

　
　
　

今
こ
そ
積
極
的
な

　
　
　

今
こ
そ
積
極
的
な

　
　
　
　
　
　

住
民
福
祉
策
を

　
　
　
　
　
　

住
民
福
祉
策
を

平
成
22
年
９
月
定
例
会
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成果を認定成果を認定成果を認定成果を認定



財政健全化法判断比率

（１万円未満切り捨て）

（単位 : ％）

会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 採決の結果

一　般　会　計 44億2,412万円 42億6,121万円 可決（１１対２）

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 7億5,070万円 7億2,242万円 可決（全員賛成）

老 人 保 健 341万円 327万円 可決（全員賛成）

簡 易 水 道 1億1,680万円 1億1,473万円 可決（全員賛成）

農業集落排水事業 7,092万円 6,964万円 可決（全員賛成）

林業集落排水事業 2,571万円 2,476万円 可決（全員賛成）

介 護 保 険 5億5,650万円 5億3,940万円 可決（１２対１）

後 期 高 齢 者 医 療 5,491万円 5,400万円 可決（１２対１）

合　　　　　計 60億307万円 57億8,943万円

前　年　対　比 105.3％ 109.6％

年度 実質赤字比率
（15.0）

連結実質赤字比率
（20.0）

実質公債費比率
（25.0）

将来負担比率
（350.0）

資金不足比率
（20.0）

２１ － － 9.4 － －

２０ － － 9.2 － －

　法律に基づき、決算後の健全化判断比率とその算定基礎事項を記載した書類を、監査委員の審査に付し、
その意見を付けて町長が議会に報告したものです。
１）項目の中の（　）の数値は、早期健全化基準。これ以上になると財政健全化計画等を作成し、議会の
議決や計画の実施状況を議会に報告するよう義務付けられています。

２）実質公債費比率は、公債費（借金返還のためのお金）に充てられた一般財源（使途が自由のお金）の
総額に対する割合で、数値が低いほど良い財政状況です。

３）将来負担比率は、地方債（借金）残高ほか、町が将来にわたって負担しなければならない実質的な負
債を捉えた比率で、数値が低いほど良い財政状況です。

　※平成20年度と比べて21年度は、実質公債費比率は0.2ポイント増加したが、将来負担比率も数値と
しては出てこない状況である。従って、現在の町の財政状況は良好となっています。

３ ふるどの議会だより　第113号
平成22年10月20日発行

各会計の決算状況と採決の結果

総額60億円余の総額60億円余の総額60億円余の総額60億円余の
平成21年度決算
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沢浄水場浄水機器設備更新工事

町道松久保長八内線改良工事

21年度の主な事業

統合小学校周辺整備工事（グランド・フェンス）

ふるどの議会だより　第113号
平成22年10月20日発行

　平成21年度の決算は、一般会計、各特別会計とも
黒字決算となり健全財政を堅持した。
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
く各数値も、実質公債費比率が、統合小学校の建設
に伴い若干上昇したものの、問題になるような数値
ではなく、何れも健全である。
　基金については、運用基金は別として９の積立基
金を４年前と比較すると、８億円余増加している。
財政調整基金で約３億８,000万円、減債基金で約
１億１,000万円、文教厚生施設等基金で４億１,000
万円増加している。特に文教厚生施設等基金につい
ては、統合小学校建設にもかかわらず、単年度で約
２億８,000万円積み立てている。これは補助金の増
と起債が大幅に認められたのが要因である。
　繰越明許費については、総額10億円余と今までに
ない数字である。これらの財源は、国の地域活性化の
ための補助金、交付金等である。国のこの財源は膨大
な国債であり、いわゆる借金である。これらのことは、
国も地方公共団体も肝に銘じなければならない。
　多額の基金についても、元をただせば住民の税金
であり、１円たりとも浪費してはならないが、この
ような停滞した時代であり、住民の福祉の向上と町
の活性化につながるような積極的な施策を講じても
らいたい。

古殿町監査委員　本郷　弘之　
　　〃　　　　岡部　政一　

監 査 の 意 見監 査 の 意 見
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審
議
議
案

審
議
議
案
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議
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案
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一
定
規
模
以
上
の
工
場
敷
地

に
は
一
定
割
合
の
緑
地
等
環
境

施
設
面
積
率
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
国
の
同
意

を
得
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
義
務
付
け
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
る
。

　

古
く
な
っ
た
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
更
新
を
す
る
も
の
で
、

第
２
分
団
３
部
（
下
山
上
）
に

配
置
さ
れ
る
。

型　

式　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型
（
四
輪
駆
動
）

価　

格

　
　

１
６
４
８
万
５
０
０
０
円

購
入
先

　
　

㈱
磐
水
社
白
河
営
業
所

　

過
疎
法
が
拡
充
さ
れ
、
平
成

28
年
３
月
ま
で
６
年
間
延
長
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
総
額
36
億
８

０
０
０
万
円
の
各
種
事
業
を
計

工
場
敷
地
内
の
緑
地
面
積
の

確
保
を
緩
和
す
る
条
例
を
制
定

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入

過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の

事
業
計
画
を
承
認
す
る

会計区分 補　正　額 予算総額 採決の結果
一　般　会　計 9,027万円 36億5,759万円 全員賛成

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 216万円 6億9,595万円 全員賛成
老  人  保  健 27万円 77万円 全員賛成
簡  易  水  道 207万円 8,827万円 全員賛成
農 業 集 落 排 水 事 業 317万円 7,607万円 全員賛成
林 業 集 落 排 水 事 業 95万円 2,405万円 全員賛成
介  護  保  険 2,192万円 5億6,582万円 全員賛成
後 期 高 齢 者 医 療 90万円 5,690万円 全員賛成

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

画
し
議
会
に
示
さ
れ
た
。

QQ
過
疎
計
画
の
中
に
障
が
い
者
福
祉
と
あ

る
が
、
自
立
支
援
協
議
会
を
い
つ
設
置

す
る
の
か
。

AAA
石
川
地
方
が
ま
と
ま
り
９
月
24
日
に
設
立
総

会
を
開
き
ま
す

CD- Ⅰ型消防ポンプ自動車

人事案件に全員同意人事案件に全員同意

新任　水
みず

野
の

　悦
えつ

男
お
　氏

教 育 委 員

大久田字下大久田

任期　平成22年10月8日～
　　　　　平成26年10月7日

補正予算の状況と採決の結果
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（
質
疑
の
一
部
を
要
約
）

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託

　
　
　
　

に
係
る
債
務
負
担
行
為
（
将
来

に
支
出
等
を
伴
う
行
為
を
、
そ
の
行
為
の

内
容
と
し
て
定
め
る
も
の
）
で
、
参
考
見

積
額
に
差
が
あ
る
と
の
説
明
だ
が
、
町
の

持
ち
出
し
が
か
な
り
増
え
る
と
い
う
こ
と

か
。

　

ま
た
、
見
積
額
で
の
業
者
選
定
だ
け
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　

金
額
に
ば
ら
つ
き
は
あ
っ
た
も
の

　
　
　

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
対
す
る
国
県

か
ら
の
助
成
額
の
範
囲
内
な
の
で
、
町
か

ら
の
持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

金
額
も
大
事
な
要
因
で
す
が
、
今
後
の

運
営
も
考
え
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

戦
略
的
産
地
づ
く
り
総
合
支
援

　
　
　
　

事
業
は
、
利
用
者
が
増
え
た
た

め
か
。

　
　
　

水
稲
の
育
苗
と
野
菜
栽
培
の
た
め

　
　
　

の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
８
棟
を
設
置
す

る
た
め
で
、
当
初
の
、
山
菜
栽
培
目
的
と

は
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

大
豆
栽
培
負
担
金
と
あ
る
が
、　

　
　
　
　

ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　

当
初
は
、
町
の
直
接
買
い
付
け
を

　
　
　

考
え
て
い
た
が
、
適
当
で
な
い
こ

と
か
ら
業
者
に
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
の

組
換
え
で
す
。

　
　
　
　

水
田
農
業
推
進
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　

と
は
何
か
。

　
　
　

水
稲
栽
培
の
作
業
受
託
を
行
う
７

　
　
　

組
織
に
、
そ
れ
ぞ
れ
受
託
す
る
面

積
10
ア
ー
ル
当
た
り
３
０
０
０
円
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　

 「
日
本
再
発
見
塾
」
開
催
事
業

　
　
　
　

委
託
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想

で
行
う
の
か
。
ま
た
、
来
年
の
予
算
は
ど

の
程
度
に
な
る
の
か
。

　
　
　

日
本
再
発
見
塾
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

　
　
　

も
ら
い
地
域
づ
く
り
交
流
を
促
進

す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
１
０
０
万
円
の

委
託
料
に
つ
い
て
は
、
塾
の
事
務
局
や
支

援
す
る
学
生
が
事
前
に
行
う
準
備
の
た
め

の
宿
泊
等
経
費
や
今
年
長
崎
県
で
行
わ
れ

る
催
し
を
視
察
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

来
年
の
予
算
額
は
３
０
０
万
円
程
度
と

み
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

道
路
改
良
工
事
５
０
０
０
万
円

　
　
　
　

の
内
容
は
。

　
　
　

臨
時
交
付
金
等
で
現
在
実
施
中
の

　
　
　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
事
業
に

関
連
す
る
路
線
の
中
か
ら
、
改
良
を
進
め

ま
す
。

QQQQ

QQQQQQ

QQ AAAAAA

AAAAAAAAA

AAA

定期路線バスで通学、統合後も一部は定期バス利用　(田口小学校 )

補正予算質疑補正予算質疑補正予算質疑 スクールバス
運行委託を予算

化スクールバス
運行委託を予算

化
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決算審査　（８日間）監査委員による決算審査の講評

反
対

賛
成

　
　
　
　

納
税
貯
蓄
組
合
補
助
金
の
算
定

　
　
　
　

基
準
は
。

　
　
　

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
金
額
の

　
　
　

１
％
と
１
戸
当
り
500
円
を
プ
ラ
ス

し
て
算
定
し
ま
す
。
従
っ
て
納
期
限
内
に

１
回
で
も
納
付
が
あ
れ
ば
、
そ
の
世
帯
の

500
円
の
補
助
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

寝
具
洗
濯
消
毒
乾
燥
事
業
委
託

　
　
　
　

料
の
対
象
と
な
る
の
は
。

　
　
　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
高

　
　
　

齢
者
世
帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補

　
　
　
　

助
金
は
、
昨
年
（
平
成
20
年
度
）

と
比
べ
て
約
３
倍
の
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
は
14
基
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
。

　
　
　

21
年
度
は
31
基
で
２
１
１
３
万
円

　
　
　

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

そ
う
す
る
と
町
で
推
奨
し
て
い

　
　
　
　

る
合
併
浄
化
槽
の
方
向
性
と
言

う
の
は
、
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

見
て
よ
い
か
。

　
　
　

そ
う
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
ま
す
。 　

　
　
　

 

町
中
小
企
業
制
度
資
金
融
資
利

　
　
　
　

子
補
給
補
助
金
の
利
用
実
績
は
。

　
　
　

町
で
２
％
の
利
子
補
給
を
す
る
と

　
　
　

い
う
こ
と
で
、
37
件
の
利
用
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　

 

出
会
い
の
集
い
委
託
料
の
110
万

　
　
　
　

 

円
の
実
績
は
。

　
　
　

男
性
24
名
、
女
性
15
名
の
参
加
が

　
　
　

あ
り
、
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

本
会
計
で
の
当
初
予
算
審
議
で
生
活
弱

者
に
目
配
り
の
利
い
た
予
算
措
置
な
ど
を

求
め
た
が
、
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、

地
域
活
性
化
・
経
済
対
策
事
業
と
し
て
の

低
公
害
車
導
入
は
多
く
の
町
民
か
ら
疑
問

の
声
が
出
さ
れ
、
そ
の
予
算
の
多
く
が
次

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
り
、
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
る
形
に
な
っ
た
。
地
域
の
活
性

化
・
経
済
対
策
な
ら
ば
、
そ
の
年
度
に
実

施
で
き
る
施
策
で
対
応
す
べ
き
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
議
案
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

QQ

QQQQ

QQQQQQ AAA

AAAAAA

AAAAAAAAA

　

こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
時
に
十

分
審
議
さ
れ
、
執
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、
判

断
比
率
も
基
準
以
下
を
堅
持
し
て
お
り
、

健
全
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
経
済
状
況
に
対
応
し
た
補
正
予
算
を

積
極
的
に
編
成
す
る
な
ど
、
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
案
に
賛
成
す
る
。

岡
部　

淳
一
議
員

鈴
木　

昭
生
議
員

討　

論

討　

論

賛
成
賛
成
1111　
反
対
２

採
決

認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

17年度 38億2,395万円 37億9,083万円
3,312万円

2,160万円
3,149万円

3億3,477万円

1億6,291万円

36億8,187万円 36億6,027万円

35億7,594万円 35億4,445万円

39億5,137万円 36億1,660万円

44億2,412万円 42億6,121万円

18年度

19年度

20年度

21年度

一般会計決算額の推移

　
　
　
　
　
　
　
（
質
疑
の
一
部
を
要
約
）
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１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

　
　
　

上
）
に
未
納
額
が
発
生
し

て
い
る
。
年
金
で
な
く
直
接
納
付

書
に
よ
り
納
入
者
さ
れ
て
い
る
方

の
未
納
と
思
う
が
、
町
の
対
応
は
。

　
　
　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

国
民
健
康
保
険
と
一
緒
に

納
め
て
頂
く
形
な
の
で
、
税
務
職

員
、
特
別
徴
収
員
の
方
に
徴
収
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

21
年
度
の
介
護
保
険

料
は
条
例
の
改
正
に
よ
り
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
納
税
者
の

実
態
か
ら
見
て
反
対
を
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
本
認
定
に
つ
い
て
も
反
対

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

現
行
の
介
護
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
案
に
賛
成

し
ま
す
。

◎
米
価
の
大
暴
落
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め

の
請
願

﹇
提
出
者　

福
島
県
県
南
農

民
組
合　

代
表
者　

大
竹

利
男
﹈

　

審
議
の
結
果　
　

採
択

◎
免
税
軽
油
制
度
の
継

続
を
求
め
る
請
願

﹇
提
出
者　

福
島
県
県
南
農

民
組
合　

代
表
者　

大
竹

利
男
﹈

　

審
議
の
結
果　
　

採
択

◎
米
価
の
大
暴
落
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め

の
意
見
書

◎
免
税
軽
油
制
度
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書

﹇
提
出
先
（
２
件
と
も
）
衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
農
林
水

産
大
臣
﹈

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行　
全
コ
ー
ス
を
試
乗

児
童
の
安
全
・
安
心
を
確
認
す
る

　

総
務
と
産
業
建
設

の
常
任
委
員
会
は
、

合
同
で
来
年
４
月
か

ら
の
小
学
校
統
合
に

伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
コ
ー
ス
に
つ
い

て
、
バ
ス
に
試
乗
し

所
要
時
間
や
道
路
状

況
に
つ
い
て
点
検
し

ま
し
た
。

　

各
議
員
か
ら
は
、

カ
ー
ブ
等
の
危
険
個

所
へ
の
安
全
整
備
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

昨
年
度
よ
り
保
険
料

が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
が
、

高
齢
者
の
実
情
は
引
き
上
げ
を
望

む
も
の
で
は
な
く
、
本
案
に
反
対

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

現
行
制
度
維
持
の
た

め
賛
成
し
ま
す
。

QQAAA 介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

（
討
論
の
あ
っ
た
も
の
）

秋雨で収穫作業も遅れ気味農業政策・望まれる政治主導

意
見
書
を
国
に
提
出

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願

コース名 始発から学校
までの距離

最　　長
乗車時間

三 株 線 15.0 km ２６分
能登沢線 17.0 km ２５分
大久田線 16.0 km ２７分
上鵰巣線 16.0 km ２８分
戸 草 線 17.4 km ３１分
才木草線 13.0 km ２６分

反
対

反
対

賛
成

賛
成

採
決

採
決

賛
成
12

反
対
１

賛
成
12

反
対
１

認
定

認
定

岡
部
淳
一
議
員

鈴
木
昭
生
議
員

岡
部
淳
一
議
員

鈴
木
昭
生
議
員

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

討　

論

討　

論

討　

論

討　

論
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一般質問は、９月15日に６人の議員が11問の質問を行いました。
質疑応答の一部を要約してお伝えします。　　　　（順不同）

◆岡部政一議員
　•観光環境整備について
　•公用車の看板について

◆佐藤弘信議員
　•小学校校庭の芝生化について

◆佐川勇司議員
　•町防災・広報無線について

◆佐藤一夫議員
　•地域経済の活性化策はあるか
　•スクールバス運行実施について

◆高木節男議員
　•雇用創出の基本的考え方と現在の取組み状況に
ついて

◆岡部淳一議員
　•経済対策・緊急雇用の現状認識と今後の見通し
　•行政サービス制限条例実施直前での町民と滞納
者への対応は

　•学童保育実施案の内容と問題点
　•過疎自立促進計画の内容と具体について
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　政
まさ

一
いち

 議員

　
　

桜
の
開
花
に
始
ま
る
観

光
は
、
鎌
倉
岳
の
山
開
き
、

越
代
の
桜
祭
り
、
三
株
高
原

祭
り
、
芝
山
の
山
開
き
、
古

殿
八
幡
神
社
例
大
祭
流
鏑
馬

奉
納
と
続
き
ま
す
。
近
年
は

桜
見
物
の
観
光
客
等
も
増
え

て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る

環
境
整
備
が
遅
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
過
疎
、
経
済

対
策
の
た
め
に
も
観
光
環
境

整
備
を
充
実
さ
せ
、
交
流
人

口
を
増
や
し
、
活
性
化
を
は

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

と
思
う
。

第
１
点　

観
光
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

清
潔
な
環
境
を
保

つ
た
め
、
三
株
山
頂
付
近
に

観
光
環
境
整
備
の
充
実
を

委
託
管
理・利
便
性
も
考
慮
す
る

公
用
車
に
町
名
を
入
れ
よ

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
活
用

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
点
目　

今
年
度
事
業
の
中

で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
表

示
板
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

三株山頂、冬の澄んだ日には、展望台より富士山が望める

ト
イ
レ
の
設
置
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

第
３
点　

路
上
駐
車
が
交
通

の
妨
げ
に
な
る
の
で
駐
車
場

の
整
備
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

第
４
点　

古
殿
八
幡
神
社
例

大
祭
に
今
年
も
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
の
か
。

第
５
点　

祭
り
の
案
内
や
説

明
す
る
助
手
ガ
イ
ド
を
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
に
乗
せ
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　

１
点
目　

町
の
主
要

観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
周

辺
の
草
刈
り
や
、
清
掃
を
委

託
な
ど
に
よ
り
管
理
し
て
い

ま
す
。
駐
車
場
が
狭
い
な
ど

の
指
摘
を
、
受
け
て
い
る
施

設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用

者
の
利
便
性
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

２
点
目　

三
株
高
原
の
ト
イ

レ
を
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
い
ま
す
。

３
点
目　

駐
車
場
整
備
に
は

時
間
を
要
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

４
点
目　

前
年
同
様
運
行
し

ま
す
。

５
点
目　

車
内
に
お
け
る
祭

り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

及
び
説
明
は
す
で
に
行
っ
て

お
り
、
今
年
も
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

第
１
点　

ふ
る
ど
の
町
の
看

板
が
な
い
公
用
車
に
は
何
か

理
由
が
あ
る
の
か
。

第
２
点　

看
板
を
つ
け
る
と

支
障
が
あ
る
の
か
。

第
３
点　

看
板
を
つ
け
る
べ

き
と
、
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

公
用
車
に
は
、
町
の
看

板
が
あ
る
車
と
な
い
車
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
町
の
宣
伝

の
為
に
も
町
名
入
り
の
公
用

車
が
望
ま
れ
ま
す
。
町
民
か

ら
も
公
用
車
な
の
か
個
人
の

車
な
の
か
疑
問
の
声
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　

１
点
目　

流
鏑
馬
と

町
名
の
入
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
配
布
し
て
お
り
、

用
務
に
応
じ
使
用
し
て
い
ま

す
。

２
点
目　

日
常
的
に
業
務
の

中
で
、
特
段
支
障
と
な
る
も

公用車に用いる町名入りの
マグネットシート

Q

A

Q

町
長

A

町
長
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佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

小
学
校
校
庭
の
芝
生
化
は

　
　
　

１
点
目　

芝
生
は
ク

ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
り
、
転
ん

で
も
け
が
の
心
配
が
な
く
、

競
技
の
幅
も
広
が
り
、
児
童

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
く

る
方
法
で
す
。

８
点
目　

い
ろ
い
ろ
な
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
管
理
す
る

こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
で
す
。

教
職
員
の
指
導
の
も
と
に
、

児
童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
学
校

美
化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
よ
り
学
校
を
中
心
と

し
た
輪
の
広
が
り
が
、
大
き

く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
　

統
合
小
学
校
が
開
校
し
、

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
が
整

い
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
中
で
最
近
校
庭
の
芝
生

化
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
環
境
問

題
そ
し
て
、
子
供
の
体
力
低

下
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

衰
退
等
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、

芝
生
化
に
よ
り
、
自
由
に
校

庭
を
走
る
姿
が
多
く
な
り
、

運
動
能
力
の
向
上
ま
た
、
精

神
面
の
ケ
ア
に
も
役
だ
っ
て

お
り
ま
す
。
環
境
面
で
も
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

県
も
今
年
度
、「
う
つ
く

し
ま
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
芝
生
化
事
業
」
を
実
施
し

て
、
芝
生
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
芝
生
化

の
調
査
・
研
究
に
取
組
む
考

え
は
あ
る
か
。

第
１
点　

校
庭
の
芝
生
化
に

つ
い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

第
２
点　

県
の
グ
リ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
内
容
と
、

の
体
力
向
上
・
情
操
教
育
の

面
か
ら
も
、
大
変
良
い
環
境

と
考
え
ま
す
。

２
点
目　

補
助
金
の
上
限
額

が
２
２
０
万
円
で
、
管
理
機

械
等
の
購
入
に
充
当
、
苗
は

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
よ
り
無

償
提
供
さ
れ
ま
す
。
事
業
見

通
し
は
、
来
年
度
の
県
の
予

算
で
要
求
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

３
点
目　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
芝
生
苗
の
無
償
提
供
、

県
の
芝
生
化
事
業
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

４
点
目　

現
在
で
、幼
稚
園
・

保
育
所
・
小
中
学
校
合
わ
せ

て
22
校
で
す
。

５
点
目　

楢
葉
南
小
学
校
と

裏
磐
梯
幼
稚
園
を
視
察
し
て

い
ま
す
。

６
点
目　

話
題
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
点
目　

従
来
の
芝
生
よ
り

成
長
が
早
く
、
傷
ん
だ
部
分

の
回
復
力
も
早
い
バ
ミ
ュ
ー

ダ
グ
ラ
ス
と
い
う
芝
を
、
小

型
ポ
ッ
ト
で
育
て
、
そ
の
苗

を
植
え
て
校
庭
を
芝
生
化
す

23
年
度
の
事
業
の
見
通
し
は
。

第
３
点　

国
・
県
の
校
庭
芝

生
化
事
業
に
対
す
る
補
助
等

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

第
４
点　

県
内
に
お
け
る
校

庭
芝
生
化
の
実
績
は
何
校
か
。

第
５
点　

教
育
委
員
会
で
先

進
視
察
は
お
こ
な
わ
れ
た
か
。

第
６
点　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
校
長
会

あ
る
い
は
、
小
学
校
検
討
委

員
会
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
る
か
。

第
７
点　

最
近
注
目
さ
れ
て

い
る
「
鳥
取
方
式
」
を
取
り

入
れ
れ
ば
、
格
安
で
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、

ど
う
い
う
も
の
か
。

第
８
点　

管
理
面
で
は
、
児

童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

地
域
社
会
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

芝生に覆われたグランド
（県北地方の小学校）

快適な芝の上で元気に運動　（県北地方の小学校）

教
育
長

Q

A
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佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
　
　

昭
和
55
年
に
防
災
行

政
無
線
局
を
開
設
し
、
更
に

は
個
別
受
信
機
の
各
家
庭
配

備
を
行
い
防
災
情
報
の
周
知
、

各
種
行
政
情
報
の
提
供
な
ど
、

大
き
な
効
果
的
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
設

置
か
ら
11
年
が
経
過
し
、
そ

ろ
そ
ろ
基
盤
に
不
具
合
が
発

生
し
て
い
る
現
況
も
あ
り
、

定
期
的
保
守
管
理
や
改
修
計

画
が
今
後
の
課
題
だ
と
、
思

い
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
と
、

高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
整

備
が
、
今
後
の
施
策
と
思
い

ま
す
。
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

防
災
広
報
無
線
、

個
別
受
信
機
の
シ
ス
テ
ム
保

守
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
実

　
　
　

１
点
目　

保
守
管
理

は
、
業
者
に
委
託
を
、
し
て

ま
す
。
ま
た
、
問
題
発
生
対

応
は
、
職
員
が
出
向
き
対
応

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
活
用
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

一
つ
の
伝
達
方
法
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
す
る

施
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

問
題
発
生
の
対
応
は
、
ど
う

か
。

第
２
点　

高
齢
化
社
会
と
高

度
情
報
化
の
整
備
対
応
を
考

え
、
防
災
・
行
政
情
報
の
拡

充
・
高
齢
者
の
健
康
管
理
と

安
否
・
緊
急
通
報
を
、
一
元

と
し
た
情
報
通
信
整
備
に
光

ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
て
は
、

ど
う
か
。

第
３
点　

住
民
に
対
し
て
の

各
種
行
政
情
報
等
の
提
供
な

ど
、
広
報
無
線
・
個
別
受
信

機
を
最
大
活
用
し
、
各
区
の

行
政
配
布
物
を
削
減
す
る
な

ど
、
各
区
長
や
班
長
の
職
務

軽
減
を
考
え
た
地
域
行
政
運

営
は
、
ど
う
か
。

し
て
ま
す
が
、
対
処
で
き
な

い
修
理
な
ど
は
、
業
者
に
委

託
し
て
ま
す
。

２
点
目　

現
時
点
に
お
い
て

は
、
更
新
の
具
体
的
な
計
画

に
は
入
っ
て
ま
せ
ん
が
、
そ

の
時
期
は
数
年
後
と
考
え
て

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
光

ケ
ー
ブ
ル
の
活
用
も
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
検
討
し
ま
す
。

３
点
目　

国
が
進
め
る
新
た

な
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

に
も
、
知
識
情
報
社
会
を
支

え
る
基
盤
の
構
築
と
し
て
、

２
０
１
５
年
頃
を
め
ど
に

「
光
の
道
」
１
０
０
％
実
現
、

前
世
帯
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
い
う
、

目
標
が
あ
り
、
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
行

政
情
報
の
一
つ
の
伝
達
手
段

と
し
て
検
討
し
ま
す
。

光ファイバー工事事務所前で打ち合せ

高齢者宅・緊急通報装置

町
長

Q

A
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ふるどの議会だより　第113号
平成22年10月20日発行

安全・安心な運行が望まれる

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

　
　

町
の
財
政
全
般
は
、
健

全
な
運
営
に
よ
り
、
良
好
な

数
字
が
示
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
20
〜
21
年
度
は
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
交

付
金
の
配
分
に
よ
っ
て
、
緊

急
雇
用
、
公
共
投
資
な
ど
成

果
を
上
げ
た
面
も
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
暮
ら
し
は
改
善

が
見
ら
れ
ず
、
悪
化
す
る
ば

か
り
で
す
。
行
政
の
健
全
化

と
と
も
に
、
町
民
生
活
も
健

　
　
　

過
日
の
、
全
員
協
議

会
に
示
さ
れ
た
、
一
括
委
託

に
至
っ
た
経
過
と
、
定
期
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

第
１
点　

直
接
運
行
と
一
括

委
託
に
つ
い
て
、
両
案
の
検

討
経
過
と
、
経
費
面
、
安
心

安
全
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
の
説
明
。

第
２
点　

福
島
交
通
へ
一
括

委
託
の
方
針
だ
が
、
地
元
業

者
お
よ
び
管
内
業
者
へ
の
対

応
は
行
わ
れ
た
の
か
。

第
３
点　

定
期
路
線
バ
ス
の

維
持
に
予
想
さ
れ
る
負
担
と
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
・

路
線
バ
ス
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
考
え
方
。

地
域
経
済
の
活
性
化
策
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
具
体
策
は

全
な
状
況
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

経
済
の
緊
急
事
態
を
乗
り

切
り
、
活
力
あ
る
豊
か
な
町

で
あ
る
た
め
に
、
減
税
等
も

含
め
た
施
策
の
考
え
に
つ
い

て
。

国
の
経
済
対
策
に
呼
応

一
括
委
託
が
最
善
策

　
　
　

小
規
模
自
治
体
の
施

策
に
限
度
が
あ
り
、
国
の
施

策
の
方
向
性
が
肝
要
で
す
。

　

交
付
金
に
よ
る
公
共
事
業

　
　
　

１
点
目　

当
初
は
バ

ス
を
購
入
し
、
業
務
委
託
と

一
括
委
託
の
両
案
を
検
討
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
乗
車
児

童
数
の
増
減
、
乗
車
場
所
の

変
更
、
運
行
コ
ー
ス
の
変
更

に
よ
る
台
数
の
増
減
、
中
学

生
乗
車
の
想
定
に
よ
る
車
種

変
更
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

一
括
委
託
の
結
論
に
達
し
ま

９
億
７
０
０
０
万
円
、
17
名

の
直
接
雇
用
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
国
の
経

済
対
策
に
呼
応
し
た
施
策
の

し
た
。
経
費
的
に
は
、
一
括

委
託
の
方
が
高
く
な
り
ま
す

が
、
普
通
交
付
税
、
補
助
金

等
を
試
算
す
る
と
委
託
料
分

は
確
保
で
き
ま
す
。

２
点
目　

参
考
見
積
も
り
の

提
出
、
安
全
対
策
等
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

３
点
目　

３
ヶ
年
平
均
負
担

額
は
、
１
５
５
０
万
円
。
今

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

減
税
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
７
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
税
の
離
職
者
に
対
す

る
所
得
減
免
を
実
施
。
現
時

点
で
は
、
他
の
減
税
等
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

後
、
路
線
バ
ス
利
用
の
児
童

も
増
加
し
、
負
担
額
は
減
少

す
る
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
バ
ス
と
の
関
係
は
、

児
童
、
生
徒
と
段
階
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長
・
教
育
長

QA

QA
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高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

　
　
　

世
界
的
不
況
に
伴
う

急
激
な
雇
用
情
勢
の
悪
化
で
、

昨
年
度
は
、
失
業
手
当
が
１

兆
円
を
超
す
な
ど
、
雇
用
の

悪
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
が
町
で
も
、
今
年
度
を

雇
用
創
出
の
基
本
的
考
え
方
は

　
　
　

１
点
目　

現
在
の
経

済
状
況
か
ら
し
て
、
誘
致
は

大
変
厳
し
く
、
福
島
県
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
に
働
き
掛

け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
既

存
企
業
の
支
援
に
つ
い
て
も

大
事
な
施
策
と
考
え
て
い
ま

す
。

２
点
目　

森
林
資
源
を
生
か

し
た
産
業
の
創
出
が
図
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目　

４
点
目　

新
た
に

林
地
残
材
の
買
取
事
業
、
搬

森
林
を
核
と
し
た
事
業
の
発
展
を

出
道
路
網
の
整
備
、
オ
ペ
レ

ー
タ
養
成
の
た
め
の
研
修
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
林
材
を
よ
り
多
く
搬

出
す
る
こ
と
に
よ
り
多
面
的

活
用
も
可
能
で
あ
り
、
こ
れ

ら
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

働
く
場
所
も
確
保
出
来
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

５
点
目　

町
独
自
と
し
て
は
、

森
林
を
核
と
し
た
事
業
の
展

開
が
新
た
な
雇
用
の
確
保
に

繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
年
度
と
す
る
第
６
次
振
興

計
画
に
お
い
て
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
優
良
企
業
の
誘
致

に
努
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た

産
業
を
創
造
す
る
必
要
が
あ

り
、
雇
用
の
場
の
創
出
と
既

存
企
業
の
支
援
に
も
努
め
、

雇
用
の
確
保
を
図
る
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

企
業
誘
致
の
基
本

的
考
え
方
と
現
在
の
取
り
組

み
状
況
は
。

第
２
点　

新
た
な
産
業
創
出

の
基
本
的
な
考
え
は
。

第
３
点　

新
た
な
産
業
の
計

画
と
取
り
組
み
状
況
は
。

第
４
点　

新
た
な
雇
用
の
現

在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

第
５
点　

雇
用
維
持
の
現
在

の
取
り
組
み
状
況
は
。

頑張る誘致企業　（㈱富士通テレコムネットワークス福島）

期待される森林資源を活かした産業の創出

道の駅となった“おふくろの駅”　活性化に向けて

町
長

Q

A



町
長

15

一 般 質 問

ふるどの議会だより　第113号
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岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

経
済
対
策
、
緊
急
雇
用
の

　
　
　
現
状
認
識
と
今
後
の
見
通
し

　
　
　

１
点
目　

平
成
20
年

度
か
ら
２
年
間
で
約
７
億
２

９
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
、

　
　
　

１
点
目　

保
護
者
の

活
動
を
高
く
評
価
し
、
敬
意

と
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

は
素
案
作
成
の
段
階
で
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目　

問
題
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

20
年
度
は
、
18
事
業
、
21
年

度
は
、
低
公
害
車
導
入
な
ど

23
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
点
目　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
、
お
お
む
ね
保
護
者
の
理

解
は
得
て
い
ま
す
の
で
、
問

題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
点
目　

現
時
点
で
は
、
全

学
年
対
象
、
保
険
の
公
費
負

担
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

雇
用
対
策
交
付
金
は
、
直

接
雇
用
23
名
、
委
託
雇
用
３

名
、
交
付
金
は
約
２
４
０
０

万
ほ
ど
。

２
点
目　

い
ず
れ
の
事
業
も

計
画
、
検
討
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
緊
急
雇
用
基
金
事
業

に
よ
る
直
接
雇
用
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
例
を
見
な
い
取

り
組
み
で
す
。

３
点
目　

直
接
的
雇
用
効
果

と
公
共
事
業
に
よ
る
直
接
的

な
経
済
効
果
は
、
高
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

４
点
目　

経
済
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
情
報
を
待

っ
て
い
る
。
雇
用
の
継
続
性

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
23
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
経
済
効
果
は
高
い

当
面
23
年
度
ま
で

全
学
年
対
象
、
保
険
の

公
費
負
担
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　

緊
急
的
な
経
済
、
雇

用
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
わ

が
町
に
お
い
て
も
21
年
度
決

算
で
は
、
当
初
予
算
を
大
き

く
上
回
る
歳
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
21
年
度
か

ら
今
年
に
か
け
て
の
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

経
済
対
策
、
雇
用

対
策
交
付
金
内
容
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
交
付
金
額
は
。

第
２
点　

国
が
示
し
た
事
業

内
容
に
基
づ
く
施
策
と
思
う

が
、
独
自
に
考
え
て
い
た
事

業
、
ま
た
は
、
全
く
考
え
て

い
な
か
っ
た
事
業
な
ど
、
経

済
対
策
交
付
金
の
充
当
内
容

は
。

第
３
点　

事
業
の
経
済
効
果

と
雇
用
の
実
情
に
つ
い
て
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

第
４
点　

経
済
対
策
及
び
基

金
に
よ
る
雇
用
の
今
後
の
継

続
性
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
見

通
し
を
し
て
い
る
の
か
。

経済対策の緊急雇用
　（町道周辺が明るくなる）

学童保育の充実を
　（低学年児童の安全と安心を）

学
童
保
育
の
実
施
内
容
は

　
　
　

統
合
小
学
校
開
校
と

同
時
に
学
童
保
育
が
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
保

護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
保
育
内
容
に
す
る
た
め
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

こ
れ
ま
で
田
口
小

第
２
点　

実
施
場
所
を
こ
れ

ま
で
空
き
教
室
と
し
て
き
た

が
、
女
性
、
若
者
施
設
と
な

っ
て
い
る
、
通
常
利
用
と
か

ら
み
で
問
題
は
な
い
か
。

第
３
点　

活
動
目
が
４
項
目

以
外
（
夏
、
冬
休
み
実
施
し

に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た

保
護
者
の
活
動
に
つ
い
て
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

も
話
し
合
い
は
し
た
の
か
。

な
い
）
の
日
と
な
っ
て
い
る
。

学
童
保
育
の
本
質
か
ら
外
れ

る
が
問
題
は
な
い
の
か
。

第
４
点　

全
学
年
対
象
、
保

険
の
公
費
負
担
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

QA

Q

A

町
長
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　少子化が大きな社会問題となっている現在。わが町にとっても、子育て支援策は重
要課題です。
　実施されている施策と今後の対策の考えを示してほしい。

　赤ちゃん誕生祝い金、ファミリーサポート事業などを実施。今後、幼稚園の
保育時間延長など、保護者の負担軽減を図るため、子育てしやすい環境づくり、
充実した教育環境づくりを柱に、積極的な施策を行っていきます。

その後の
対　応

追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

第第1２1２回回
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AAA
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平成19年
4月1日より 幼稚園　４歳児保育実施 妊産婦検診への

助成拡大（10回分）

平成20年
10月1日より 小学生医療費の助成 妊産婦検診への助成枠拡大

（最高15回分まで）

平成21年
4月1日より 中学校　終了時まで医療費無料

保育所　入所第２子以降の保育料無料

幼稚園　授業料無料

平成17年
4月1日より

幼稚園　預り保育実施
朝　７時30分より　夕方　６時15分まで朝　７時30分より　夕方　６時15分まで

奨学資金の中に通学資金を追加
高校・大学等高校・大学等

平成16年６月　一般質問より
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山上小学校の３年生が役場訪問

社会科見学で役場内を見学

　役場へ行って驚いたこ
とベスト３を発表しま
す。３位は議場に入る時
は顔が見えないといけな
いことです。２位は議場
がとてもきれいで広いこ
とです。１位は町長室で
す。珍しいものがたくさ
んあったからです。もう
一度、町長さんのイスに
座ってみたいです。

加藤　傑士

　町長室ではくせいを見
たり、歴代の町長写真を
見たりしました。鎌倉岳
もきれいに見えて、いい
なぁと思いました。町長
さんのお仕事も知ること
ができました。最後には
町長さんに会うこともで
きて、とても思い出に残
る見学学習でした。

遠藤　みなみ

　町長さんのイスに座れたことが思い出に残りました。役
場ではいろいろな課に別れていて、古殿町をよくするため
の仕事をしてくれているんだなぁと勉強になりました。
　むずかしい言葉もたくさんあったけど、見学できて役場
にくわしくなれました。

水野　華奈

　役場へ行ってはじめて町長室と議場を
みることができました。町長室ではふつ
う見ることのできないものがたくさん
あって、おもしろかったです。まどから
は鎌倉岳がきれいにみえていました。そ
れから議場で話を聞くのには顔が見えな
いと入れないと聞いてびっくりしまし
た。
　他にもいろいろな仕事があることを知
ることができて勉強になりました。楽し
かったです。

岡部　理菜

　議場はみんなで話したり、政策を決めているところだと
教えてもらいました。出納室はお金を預かるところで金庫
もあります。総務課は３つの仕事があることを知りました。
　役場を案内してもらって、とても勉強になりました。

円谷　優介

　町長さんや議会、課ごとでそれぞれに別々の仕
事をしていることを初めて知りました。
　議場はイスがいっぱいあって、話し合いをして
いるところだと教えてもらいました。役場の中や
仕事をくわしく知ることができて、楽しい思い出
になりました。

矢内　美優

　わたしは役場見学に行って、１番すごいと心に
残ったのは議場です。なぜかというと、いっぱいイ
スがあったり、見たことのないような部屋だったか
らです。窓から見える景色もとてもきれいで、おど
ろきました。ここで古殿町をよくするために話し合
いをしていることを知りました。普段見ることので
きないところを見学できて楽しかったです。

橋本　茉奈
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☆いつ頃、どういう経緯で発足しましたか？
　平成４年９月　町文化協会創立15周年記念事業として結成さ
れました。

☆打ち手の構成はどのようになっていますか？
　小学４年生以上の学生と社会人で構成されています。

☆太鼓の魅力は?
　老若男女問わず簡単な曲なら数時間で打つことも可能で、ま
たストレス解消や体を鍛える事も出来、いろんなイベントでの
演奏で力強い太鼓の響きに感動してもらえることです。

打ち手のメンバー

県太鼓フェスティバルでの演奏

☆今後どのようなことに取り組みたいですか?
　現在宮本小、山上小の２校に太鼓の指導をしています
がなかなか流鏑馬太鼓に入会とまではいかず、今後後継
者の育成に力を入れていきたい。

☆これからの課題はどのようなものがありますか？
　現在の練習場は狭いので、小学校跡地等を活用しての
専用の練習場を確保したい。

☆練習はどの程度行っていますか。
　毎週月曜日と木曜日の２回行っています。

☆今までにどんな所で公演してきましたか？
　ふくしま太鼓フェスティバル、県内外のイベント、
結婚披露宴などです。

☆印象に残っている公演はどんなものがあり
ますか？
　長野冬季オリンピックで2,000人で同じ曲を演奏し
たことです。

練習風景
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12月上旬

“町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか

次回の
定例会

今回は、流鏑馬を音で演出する
流鏑馬太鼓保存会を訪問しました。

今回は、流鏑馬を音で演出する
流鏑馬太鼓保存会を訪問しました。

今回は、流鏑馬を音で演出する
流鏑馬太鼓保存会を訪問しました。
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